
番号 質問 回答内容

1

西脇東中学校と黒田庄中学校で今ある部

活が違うので、統合した際に、例えば中

学２年生までテニス部だった子が中学３

年生になった時に、テニス部が廃部にな

る可能性があるのかどうか教えていただ

きたい。

　部活動については、説明資料の19ページをご覧ください。そちらに、西脇東中学校と黒

田庄中学校で現在活動している部活動が示されています。

　中学３年生になったとき、統合されて廃部になるかについては、中学３年生で急に廃部

になるということはなく、その生徒が活動終了するまで部活動は継続します。

2

学校統合で２クラスになる想定をしてい

ますが、令和８年度から35人学級が始ま

ることに伴い、１学年３クラスになるこ

とはあるのでしょうか。

　統合後の生徒数が、各学年ごとに合計すると、40人前後となり、35人の倍数辺りの人数

を、上がったり下がったりします。そのため、現状の人数から計算すると、計画通り、全

学年２クラスの６クラスになると見込んでいます。

3

子ども同士が仲良くなることは大事です

が、親同士が仲良くなれるかどうかも大

事だと思います。午前中の黒田庄地区の

説明会で保護者の方の雰囲気はどんな感

じだったのでしょうか。

　午前中に開催した黒田庄地区の説明会の状況は、前回12月の説明会の際に厳しいご意見

もいただいたこともあり、すべての方が統合に納得されている状況ではありませんでし

た。そのため、納得できない部分でのご質問、例えば大きい方が小さい方に行くことの妥

当性など、統合決定理由に関するご質問も多くいただきました。また、校舎改修に関連し

て、税金の使い方などの意見をいただきました。

　一方で、今後の部活動に関すること、いじめや不登校対策など、統合後の子どもたちへ

の影響を心配されている保護者の方もおられました。

　説明会としては、当初の質疑時間を伸ばして12時頃まで質疑回答の時間を設けました。

　また、ネット経由の質問に関しては説明会終了後もいただきましたので、後日回答を市

ホームページに掲載します。

4

令和10年度に入学したとしても、この時

点で部活動というものはまだ存在してい

ますか。平日だけ運動部や文化部の部活

動に入るのでしょうか。

　令和10年度以降については、現時点でまだ決まっていませんが、移行期の問題があり、

平日については、しばらくの期間、学校での部活動という形で継続することが想定されま

す。学校の顧問の先生が指導している部活動を地域に移行する受け皿として、平日も指導

者が確保できるかなどが課題になります。

　従って、土日の部活動の地域展開（地域移行）を行う期限は、令和９年度の中学３年生

の最後の大会や発表会等が終わってからとなりますが、もし平日も受け皿が見つかって、

地域展開の対象として可能なものについては、地域展開を始めることも検討しています。

5

前回の説明会も参加したが、西脇東中学

校の校舎を活用することは決定事項なの

か。

　教育委員会の定例会、臨時会で協議を行い、11月の臨時教育委員会において採決し決定

したものです。

6

中学３年生で統合となり、高校受験があ

るので、成績など高校受験が不利になら

ないか。

　成績については、クラスで順位が何番だから、通知表が５になるということではありま

せん。昔は大体５が何人、４が何人と決まっていましたが、今は絶対評価となっており、

自分の頑張り次第で、１～５の成績がつく仕組みになっています。

　また、先生も一緒になるので、西脇東中学校に元々いた先生が教えたら、西脇東中学校

の生徒は有利に見てもらえるのではないか、またその逆ということを子どもは考えると思

いますが、このようなこともありません。どの学校も評価基準を作っており、評価基準に

合わせて、到達度に応じて１～５の成績がつくことになっており、統合によって成績が不

利になることはありません。

7

部活動の地域展開について、部活動がど

こでどのように行われるか、費用面や送

迎面、希望者だけなど、もう少し詳しく

ご説明いただきたい。

　学校部活動というのは、学校が主体となり活動します。

　それに対して地域クラブ活動は、地域の方が主体となって活動しており、学校区や年齢

に関係なく西脇市全域で参加したい方が参加できる活動です。

　費用ですが、通常の習い事と同じような形になることが想定され、謝礼などをお支払い

する必要があると考えられます。

　送迎ですが、自分で行ける方は自分で行き、送迎の場合は原則保護者の方でお願いしま

す。参加は強制ではありせんので、参加するかしないかは選択できます。

　しかし現状として全ての部活動が地域展開できるかと言えば難しく、例えば吹奏楽など

は受け皿がないと考えられます。球技はボールを持って移動できますが、楽器は重く大き

いので簡単に移動することができず、そのような問題も多々あり、全ての部活動がすぐ地

域展開できるかというと、難しい部分もあります。

統合新中学校開校に向けた保護者説明会（比延地区会場）　質疑回答

※会場で説明のとおり、ご意見・ご感想については省略し、発言者の質問にあたる部分のみを事務局で編集し記載しています。また、事務局

回答についても、一部編集しています。会場での事務局回答に追記した箇所と新たに回答をした箇所には下線　　を表示しています。



番号 質問 回答内容

8
いつ、どの場所で、小中一貫になるのか

教えていただきたい。

　中学校は、計画通り令和９年度に西脇東中学校と黒田庄中学校が統合します。計画の段

階では、令和20年度に、統合新中学校と西脇中学校の統合校を開校します。令和15年度を

目途に、調査検討会議を立ち上げ、西脇市全体の出生数の状況や教育制度を見極めなが

ら、新たな場所に建てるのかどうかも含めて検討します。

　小学校は、比延小学校と双葉小学校の統合を令和11年度、楠丘小学校と桜丘小学校、重

春小学校と芳田小学校は令和12年度に統合する計画となっています。

　小中一貫校は、令和15年度にもう一度中学校の組合せを検討する際に、小学校が一緒の

校舎になるか、分岐点となります。現時点で令和20年度の状態は、中学校の２拠点化を図

り、小学校は、日野小学校と西脇小学校で西脇小学校を使う、双葉小学校と比延小学校で

比延小学校を使う、桜丘小学校と楠丘小学校で楠丘小学校を使う、芳田小学校と重春小学

校で、重春小学校を使う計画となっています。適正な規模、小中一貫校の必要性などの検

討も早急に行いますので、義務教育学校にするかしないかは、その検討の結果次第となり

ます。

9
地域クラブ活動は具体的にどんなものが

あり、どんな場所で行いますか。

　令和９年度に地域クラブ活動のスタートを想定していますが、今学校にある部活動と同

じ種目を地域の方にお世話になりたいと思っています。学校で活動している生徒が、引き

続き同じ種目で活動できるよう、同じ種目から移行していきたいと考えています。

　活動場所は特に決まっておらず、今まで通り学校や、総合市民センター等の社会体育施

設を使うことも可能です。各町にある公民館やコミセンなどでの活動も想定されます。

10

統合前から学校行事を合同で行うなど、

生徒間の交流を深めること等で対応して

いくとあるが、来年度から何か合同です

ることが決まっているか教えていただき

たい。

　どんな行事を一緒に行うかは教育委員会が決めるのではなく、両中学校において、現場

の状況を見ながら協議を行い、決定していくものと考えています。

　例えば中学校２年生で行う大阪ウォークという班別活動なら一緒にできる、地域の調べ

学習などは両校で行えるなど、総合的な学習の時間を活用して交流ができるのではないか

という案が考えられます。

11

人数が少ない部活動があるが、それはそ

まま存続するのか。それとも令和７年８

年の間に、どこかの学校と合同チームに

なるのか。

　人数の少ない部活動が、人数が少ないことを理由に廃部になるかの判断は、学校の判断

になります。

　合同部活動は、個人競技では認められておらず、陸上などの個人競技は不可ですが、例

えば吹奏楽は個人協議ではありませんので、合同部活動は考えられます。しかし、楽器の

移動の問題や、放課後の運用の問題など課題があるというのが現状であり、吹奏楽や文化

系の部活動は今後の展開が決まっていない状況にあります。

12 学校の名前は変わりますか。

　今回の中学校の統合だけでなく、小学校も含めた統合する学校全てにおいて、今ある学

校は一旦閉校になり、新しい中学校、新しい小学校になります。

　廃校になり、学校の名前から考えていきますので、名前は変わるだろうと思いますが、

行政が決めるのではなく、開校準備委員会の中で意見をいただきながら進めますので、現

行の校名のまま、また新しい校名に変えるべきなど、様々な意見が出てくるものと考えて

います。

13

体育祭や文化祭など、学校同士の文化を

どう融合させていくのかがすごく大事だ

と思うが、どのようにしていくのか。

　どんな学校にしていくかは、先生方ももちろん議論の必要があると思いますが、一番は

子どもを真ん中に据え、子どもが色々と感じ取り、子どもが参画して作り上げていくこと

が大事だと思っています。生徒会がお互い議論し合ったり、交流などをしていきながら

作っていくというようなことが一番に考えられます。

　教育委員会が学校に指示するのではなく、学校が子どもたちと一緒に考えて作り上げて

いくものであり、現時点で内容は特に決まっていませんが、今後進めて行く必要があるも

のと考えています。

14
両会場で出た質問はシェアしていただけ

るのか。
　両会場での質問と回答は市ホームページに掲載します。


